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1. 中島R・歴史から見た芥川    ・平成 22 年 4 月 24 日(土) 
1.1 実施状況  

＜テーマ：＞芥川連続講座 

テ ー マ 歴史から見た芥川(人と川) 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 中島レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 24 日(土)   14：00～16：00 

参加人数 参加総数 71 名 講師 古藤幸雄氏 

 応募参加者 62 名  

 河川レンジャー 1 名  

 協力スタッフ 2 名 芥川倶楽部 

 茨木土木事務所 5 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 13:00 会場準備 

 14:00 中島レンジャー挨拶 

 14:05 (講師)古藤氏による講義の開始  

 16:00 講義の終了 

 16:02 質義応答 

 16:05 中島レンジャーの終了挨拶 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(会場)高槻市役所・生涯学習センター 
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1.2 事前活動  

  

  

 

各種資料 

 

 

 

 

 

 

    

    

関係機関からの支援内容 資料印刷(淀川河川事務所高槻出張所) 

   

  ○講師との事前打ち合わせ、パワーポイントの調整  

レンジャーの活動内容 ○会場予約、会場点検、会場設営  

  ○当日の運営、司会等  
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1.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 会場準備風景(1)  会場準備風景(2) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 参加者受付風景(1)  参加者受付風景(2) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 中島レンジャー開会挨拶  古藤講師の挨拶 

  

  

  

  

  

  

  

   

  
 

 芥川の川違えの図面  古文書による芥川の地図 
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1.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

○ かつて井堰が当時の流域住民にこれだけ死活の問題だったとは。 

○ 芥川が、生活に密着していたのだということを感じた。 

○ 三好長慶は、芥川のあり方にどれだけ関わったのかもう少し具体的に知りたい。 

○ 時間配分をもっと考えておかれるべきでは。 

○ お聞きした川の歴史を今の川づくりにどう生かしていけるんでしょう。 

  

  

今後の課題 

  

○ こういう講座は、二～三回の連続で設定すべきだった。 

○ ただ次回は、参加者からの質問・意見交換の時間を設定したい。 

○ 歴史・生活・文化の中で河川のあり方を考えることは大切。課題は、今にどう生

かしていけるか。 



2. 中島R・芥川観察会               ・平成 22 年 4 月 30 日(金) 
2.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 桜台小学校芥川観察会 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー中島レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 30 日(金) 10：00～12：00 

参加人数 参加総数 103 名  

 児童参加者 97 名 5 年 3 クラス 

 引率教師 4 名  

 河川レンジャー 1 名 中島 R 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 10:07 桜台小児童到着 

 10:09 児童代表のあいさつ 

 10:31 芥川・淀川の合流点でのレンジャー解説 

 10:34 現地で質疑応答 

 11:20 全体の質疑応答 

 11:23 生徒代表のお礼 

実施場所 

芥川と淀川の合流点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

2.2 事前活動  

  

各種資料 

  

○「川と魚クイズ」  

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

  ○学年担任との事前打ち合わせ。  

  ○下見、安全確認、河口までの道の状況等  

レンジャーの活動内容 ○当日の案内・説明・メッセージの発信。  
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2.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:07 桜台小児童到着  10:09 児童代表のあいさつ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:31 芥川・淀川の合流点でのレンジ

ャー解説 
 10:34 現地で質疑応答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:20 全体の質疑応答  11:23 生徒代表のお礼 
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2.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

○ 淀川を見たのは初めてです。大きかった。 

○ 淀川はどっちに流れているのかわかりませんでした。あとでわかりました。 

○ ワンド計画の話や魚道の話を聞いて、淀川も芥川ももっと魚が増えればいいなと

思った。 

○ ゴミが多い。川にゴミを捨ててはだめや。 

○ 芥川って淀川とつながっているんや。 

○ 芥川や淀川のこともっと知りたいです。  

○ 外来種が増えたらこまる。どしたらいいんやろ。 

  

今後の課題 

  

○ 山・芥川・淀川・海のつながりについては、子どもたちに感じてもらえたと思い

ます。 

○ 芥川大橋まで歩いて、1号井堰を見て、魚道計画を考えたら、子どもたちには大き

な気づきがあったのでは。 

○ とにかく、芥川に実際に入ってもらいたい。 

○ 教室での事前学習に参加したかった。 

○ 「川づくり」（芥川創生プラン）への子どもたちのかかわりを作って生きたい。 



3. 中島R・遡上アユ                 ・平成 21 年 6 月 12 日(土) 
3.1 実施状況  

＜テーマ：芥川・淀川の多様な生態系を守ろう！＞ 

テ ー マ 芥川・淀川の多様な生態系を守ろう！ 遡上アユを見つけよう 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー中島レンジャー 

開催日時 平成 21 年 6 月 12 日（土） 9:30～12:00 

参加人数 参加総数 69 名  

 一般参加者 52 名 大人 46 名、小人 6 名 

中島レンジャー、中川ゆレンジャー 河川レンジャー 

講師 

2 名

2 名 水道記念館 

たかつき環境市民会議 

芥川倶楽部 

 

取材 

 協力スタッフ 

 

茨木土木事務所 

関西大学 

事務局 

6 名

2 名

4 名

1 名  

講師 

 

横山氏 (水道記念館) 

谷山氏 (水道記念館) 

スケジュール 9:10 スタッフ集合 準備、ミーティング、参加者受付 

 10:00 開会 中島レンジャーより挨拶と、スタッフ、講師の紹介 

  講師、各団体より挨拶 活動の説明 

 10:10 魚、生き物とりの開始 

  投網、たも網等を使って採取 

 10:35 採捕終了 

  とれた魚や生き物を水槽へ 

 10:45 講師による採れた魚の解説 

   今年は 80 匹もの遡上アユを確認 

  他の確認種…オイカワ、モツゴ、カネヒラ、ギンブナ、ボラ等 

 11:05 レンジャーによるまとめ 

  あくあぴあ芥川より行事の告知 参加者より質疑応答 

 11:20 

 

参加者解散 希望者は残って投網教室の実践 

スタッフ後片付け 採った魚を再び川へ 

 11:30 

 

スタッフ解散 

終了後、関西大学学生が中島レンジャーへインタビュー 

実施場所 
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3.2 事前活動  

  

各種資料 

  

○ 「琵琶湖・淀川水系の魚たち」 

○ 当日の日程表  

関係機関からの支援内容 

 

○ 「琵琶湖・淀川の魚たち」(大阪市水道記念館) 

○ 案内チラシ印刷(高槻出張所) 

 

 

レンジャーの活動内容 

 

○ 水道記念館に出向いて講師との打ち合わせ 

○ 下見(三回) 

○ 現場の草刈(前日) 

○ 案内チラシの作成・配布 

○ スタッフ依頼・役割分担 

○ 当日の運営・司会等 



3.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 準備、ミーティング  開会 挨拶と活動の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 投網による魚の採取  生きもの採取の様子 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 講師による採れた魚の解説  参加者は配布資料を見ながら確認 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 この日確認できた遡上アユ  終了後に行われた投網教室 
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3.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

  

  

○ 中島さんから、「今年はアユが見つからないかもしれない」と言われていたので

半ば諦めていたが遡上アユがたくさん見つかって驚いた。 

○ 8 人での投網は壮観だった。アユが取れてよかった。ほかにもたくさんの魚種がい

たのは意外。 

○ 自由に質問ができて、芥川や魚を身近に感じた。 

○ これだけ上ってきているのなら(80 匹)、早く魚道をつくってあげたい。 

○ 魚って遡上本能を持っていることを知る。これからの河川環境づくりが大切。 

○ 来年が楽しみ。 

○ みんなでアユの遡上を確認できたのは楽しい気分だった。 

  

今後の課題 

  

○ 「遡上アユを見つけよう」は 5 年目を迎えた。芥川の川づくりは遡上アユの発見

から始まったので、今後も継承していきたい(継承してほしい)。 

○ 芥川 1号井堰の魚道完成・2号井堰の改修期に、魚道見学会を開催し、芥川・淀川

の今後の河川のあり方・かかわり方についての理解を深めたい。  



4. 中島R・リバーウォーク         ・平成 22 年 7 月 31 日(土) 
4.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 遊歩道リバーウォーク 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 中島レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 31 日(土)  

参加人数 参加総数 30 名  

 応募参加者 18 名  

 河川レンジャー 1 名 中島レンジャー 

 協力スタッフ 6 名 環境市民会議４名・芥川倶楽部２名

 高槻市役所 1 名 平井主査 

 事務所・高槻出張所 2 名 広田環境課長・細見出張所長 

 運営事務局 2 名  

スケジュール 8:20 高槻駅バス停集合 

 8:30 バス乗車出発 

 8:45 鷺打橋到着（番田停留所） 

 8:56 中島レンジャー挨拶・田口芥川クラブ会長挨拶 

 9:00 芥川河口に向けて出発 

 9:25 

10:05 

芥川河口到着（本川との合流点）広田環境課長の切り下げの説明

鷺打橋上流域での説明（中島レンジャー） 

 10:30 芥川大橋直上流第１号井堰到着 

 10:33 １号井堰上下流における環境調査結果の説明（広田環境課長） 

  １号井堰における魚道設置についての説明（細見高槻出張所長）

 10:45 津ノ江公園ビオトープの説明（高槻市平井主査） 

 10:50 中島レンジャーによる終了挨拶 

 11:05 解散 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芥川河口（淀川本川との合流点～津ノ江公園対岸 

 
 

淀川 

津ノ江公園 
（ビオトープ完成） 

芥川河口 

芥川

鷺打橋 

一号井堰 
（魚道設置予定堰）
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4.2 事前活動  

  

各種資料 

 

 

 

 

 

 

   

  ○河口部のワンド計画図(高槻出張所) 

  
  

○1 号井関の魚道設計図（高槻出張所）  

関係機関からの支援内容 

  

○津之江公園自然再生予定図(高槻市)  

   

  ○講師派遣（淀川河川事務所・高槻出張所・高槻市） 

    

  ○支援機関との調整、 

レンジャーの活動内容 ○下見(二回)、関係団体への案内、  

  ○当日の運営・説明、  
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4.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 鷺打橋付近での中島レンジャーの挨拶  鷺打橋付近での田口芥川クラブ会長の挨拶

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 芥川河口本川との合流点までの移動状況  
芥川河口本川との合流点での環境説明 

（淀川河川事務所広田環境課長） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 芥川大橋への移動風景  
１号井堰の魚道計画の説明 

（淀川河川事務所細見高槻出張所長） 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

    

 １号井堰の環境調査結果の説明  津ノ江公園のビオトープの概要説明 

   （淀川河川事務所広田環境課長）    （高槻市平井主査の説明風景） 
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                  津ノ江公園  ビオトープ全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    

 

4.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

○ 芥川河口部を見たのは初めて、遊歩道ができて歩きやすくなれば、川がもっと身

近になるだろう。 

○ 芥川下流部が魅力的な場所だとは思わなかった。 

○ 高水敷に遊歩道ができれば多くの市民が歩くだろう。 

○ 芥川大橋の堰の魚道設置計画・津之江公園のビオトープづくりなど、芥川の川づ

くりが進みつつあるのを初めて知った。これから関心を持っていきたい。 

○ 説明がわかりやすかった。 

○ 市民と行政の思惑の違いや、いろんな意見があるのがわかった。 

○ 言われていたように、行政と市民との協働が大切になる。 

  

  

今後の課題 

  

  

○ 芥川に関わる団体の代表者を対象にしたが、もっとオープンに市民対象イベント

にすればよかった。 

○ とても暑い時期で、実施時期を考えるべきだった。 

○ 関係団体・行政と協議し、近い将来、国土交通省・大阪府に「遊歩道設置」に向

けての要望書を提出したい。  
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河川レンジャーは何を目指すか？       10 月 20 日 

                    河川レンジャー 中島 敏明 

 

 早いもので河川レンジャーの活動を始めてから 5 年が経過しようとして

います。その間、多くの市民の方・行政の方・関係団体の方々、そして河

川レンジャーの多くの仲間と様々な交流を体験することができました。い

ろいろ学ばせていただいたと感謝もしています。同時に、悩んだり気づい

たこともあります。 

 そこで、運営委員の皆様、河川レンジャーの皆様、そして河川事務所・

事務局等レンジャー制度を支えてくれておられる皆様にささやかな問題提

起をしておきたいと思います。 

１．「河川レンジャーてなんですか？どんな仕事をしているんですか？」 

  何度かこんな質問をされたことがあります。これって即答がなかなか

むずかしいんです。「河川管理者と住民とを結ぶ仕事です」「川を守る仕

事です」 

 「皆さんの川との関わりのきっかけを作る仕事です」等々答えてみるも

のの自分自身「ホンマかなあ？」と首をかしげてしまうこともありまし

た。 

  私自身は〈協働型河川管理（川づくり）〉という言葉が好きで、また

その発想に深く影響されてきました。そしてそのきっかけづくりをやっ

ていきたいと思い続けてきました。でも現在、事業計画・事業報告は所

謂イベントだけ。本当にこれでいいのかなあ、と思うことがあります。

このままでは「河川レンジャー制度が危なくなるのかもしれない」ある

いは「河川レンジャーという名前はやがて変更されるかもしれない」と

いう危惧も感じてきました。 

２、勿論イベントは大切、でも～ 

  私も他のレンジャーの皆さんと同じように毎年幾つかのイベントを開

催してきました。イベントを行うことによって、市民・住民の皆さんに

川への関心(様々な視点から)を持ってもらい、今後の河川との関わりを

考えてもらう、そういう大きな意味は勿論あります。しかし、イベント

というものの性格は基本的に「一回性」なんですね。一体それを何に向

かってどうつなげていこうとすればいいのか。あるいはサービス提供だ

けで終わっていいのかどうか。 

３．こんなこともやっていきたい 

  啓発活動・サービス提供は勿論大切、でも河川レンジャーはそれだけ
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やっていけばいいのでしょうか？ 「それでいいんだ」というのも一つ

の判断で一つの方向でしょう。でも私は何かしっくりしないんです。 

 「河川レンジャー」という名前を使う限り、〈河川巡視〉〈河川・生き物

の調査活動〉〈住民の思いや意見を河川管理者・行政に伝える〉〈河川関

係団体間の連携・調整〉〈河川管理者・行政との事業連携〉等々、大切

な活動は様々あるように思われます。しかし、それらは評価の対象には

なってはいないというのか、制度としてそれらへの支援の方向性は見え

てきません。 

４．河川レンジャーの本務？と可能性 

  それぞれの河川レンジャーが自らの主体的判断を大切にし、自分の個

性を最大限発揮していく、というのは当然ですね。ただ、今後の河川レ

ンジャー制度・活動のあり方については、それぞれが自問自答し協議・

検討していくべき時期がやってきたように思われます。私は、河川レン

ジャーとしての基本の業務(毎日というわけには勿論行きませんが)の規

定が必要なのでは、ということも考えたりします。 

  それと、河川レンジャー個人の主催事業以外に、河川レンジャーとし

ての活動は多々あるんだ、ということを関係者の皆さんには認識してい

ただき、見ていただきたい、ということもあります。(参考までに)



5. 吉川R・水辺百景展                ・平成 22 年 4 月 20～23 日(金) 
5.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ たかつき水辺百景展 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 20 日(火)～23 日(金)10：00～18：00 

参加人数 参加総数 1577 名  

 一般参加者 1565 名 最終集計結果、 

 
河川レンジャー 5 名

吉川 R、中川ゆ R、瀬野 R、中島 R、

松岡 R 

 講師 9 名  

 スタッフ 8 名 協力者含む 

 出張所 2 名 細見所長、稲谷係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 吉川敏夫氏 

8 名 
(市俳画協会会長） 

スケジュール 10:30 前日の準備・看板(レンジャー自筆)設営(19 日) 

 10:43 日笠代表はじめ開場サポートのようす(19 日) 

 11:25 高槻市役所の職員さんのサポート(19 日) 

 10:02 出展者が力を合わせて展示作業(19 日) 

 10:23 開会当日(20 日)の正面全景 

 11:02 サンケイ新聞記者のインタビュー(20 日) 

 11:50 出展者(作者)による作品解説(20 日) 

 11:53 たくさんの一般の鑑賞者(20 日) 

 10:55 レンジャーと神安土地吉川理事長・右(22 日) 

 
15:44 

レンジャーと奥本市長・中央右、市俳画協会吉川会長・中央左、

日笠代表・右(21 日) 

 16:56 水辺ウォーク申し込み状況(23 日) 

 16:01 閉会後会場撤収の手続き説明(23 日) 

 16:08 撤収作業のようす(23 日) 

 16:56 日笠代表はじめ撤収サポートのようす(23 日) 

 16:52 会場撤収後のようす(23 日) 

 10:20 記事が掲載されたサンケイ新聞を前に(23 日) 

実施場所 
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5.2 事前活動  

  

  

各種資料 

作品目録ほか 

  

  

  

  

  

  
  

  ・ 高槻市、会場費。会場の設営、撤去。期間中のサポート。 

    費用、労力共高槻市に負うところ大であった。 

関係機関からの支援内容 ・高槻市観光協会 受付（2人×2カ所×4日間）のお茶の提供。  

  ・俳画協会長等 9人の専門家（日本画１，洋画６，俳画１，写真１） 

   による応募者の調整、レイアウト等のアドバイス。今回の展示関係 

   は専門家による支援（作品展の調整、市民とのかかわり等）に負う 

   ところ大。 

  ・一般市民 作品（124 点）の搬入、搬出、期間中の受付  

  ・国交省 案内書等印刷。ハサミ等事務備品の支援 

   レンジャーポスター、発見講座等パンフ、搬入、搬出。  

  ・日笠代表 専門家の紹介、高槻市への働きかけ等のサポート。 

    

    

レンジャーの活動内容 昨年の盆明けから開催までの上記にかかる事項の企画から実施までの活動。
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5.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:30 前日(19 日)準備・吉川 R の書に

よる看板の設営 
 10:43 日笠代表のサポート(19 日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:25 高槻市役所の職員さんのサポー

ト(19 日) 
 

10:02 出展者が力を合わせて展示作業(19

日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:23 開会当日(20 日)の正面全景  
11:02 サンケイ新聞記者のインタビュー(20

日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:50 出展者(作者)による作品解説

(20 日) 
 11:53 たくさんの一般の鑑賞者(20 日) 
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15:44 レンジャーと奥本市長・中央右、

市俳画協会吉川会長・中央左、日笠代

表・右(21 日) 

 
10:55 レンジャーと神安土地吉川理事長・右

(22 日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:20 記事が掲載されたサンケイ新聞を前

に(23 日) 
 16:01 閉会後会場撤収の手続き説明(23 日)

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 16:08 全員で撤収作業のようす(23 日)  
16:56 日笠代表はじめ撤収サポートのようす

(23 日) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
16:56 水辺ウォーク申し込み状況(23

日) 
 16:52 会場撤収後のようす(23 日) 
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5.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 

 

・ 高槻の水辺のすばらしさを再認識した。 

・ 摂津峡は私の散歩道です。 

・ この水路の橋の下のベンチは亡くなったおばあちゃんが愛用していた。 

・ 高槻市に流れる川に今まで関心がなかった。 

・ レンジャーという名は初めて聞きます。（全員が知らなかった。） 

・ 発見講座に参加するのはどうすればよいか。 

・ 活動の内容がこんなにあるならいづれかに参加したい。 

・ 来年も是非開催して欲しい。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

 

・参加者が 1560 名に達し、レンジャーのＰＲには役立った。反面、費用、サポーター、

 調整期間がかかり過ぎる。 

・参加費無料の為費用の捻出が困難。 

・専門家（9名）にボランティアで依頼することが難しい。 

・サポーター約 50 名（会場の設営、撤去、会場朝夕の開閉、受付等）の確保が大 

  変。 

・活動が長期間、広範囲に渡った。 

 

以上 活動の範囲と費用対効果をどう考えて行くかが課題  

  



6. 吉川R・摂津峡を歩く             ・平成 22 年 5 月 15 日(土) 
6.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 水辺ウォーク（高槻水辺百景）摂津峡を歩く 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 15 日(土) 13：00～16：00 

 参加総数 15 名 吉川レジャーを含む 

 応募参加者 ７名  

 河川レンジャー 1 名 中川ゆり子レンジャー 

参加人数 協力スタッフ 4 名  

 
講師 ２名

アクアピア（田口館長）・高槻市観光

協会ボランティア（笠井氏） 

 運営事務局 1 名  

 13:00 高槻市営バス停（上の口）集合 

 13:05 吉川レンジャー挨拶 

 13:12 アクアピア田口館長挨拶及び概略説明  

 13:20 出発 

 14:00 鬼子母神（慶住院）着 

スケジュール 14:20 芥川支流萩谷川支派宣白滝川の白滝の見学 

 14:45 桜公園着 

 
14:55 

高槻市観光協会ボランティア笠井氏による、桜公園から眺めた三

好山の歴史的背景の説明（三好長慶の生涯） 

 15:45 アクアピア到着（見学） 

 16:00 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

  

摂津峡水辺ウォークコース 
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6.2 事前活動  

  

  

各種資料 

 

 

 

 

 

  

  

 

  
 

アクアピア田口館長 案内説明 

  槻歩会（歴史ボランティア）案内説明 

関係機関からの支援内容 高槻市観光協会 ボランティアの派遣 地図等の提供 

  高槻市 資料の提供等支援 

   

  
 

４月に実施した たかつき水辺百景（124 点）で１番多かった摂津峡を選び  

レンジャーの活動内容 ウォークした。 
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6.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 吉川レンジャーの挨拶  
アクアピア田口館長によるウォーキングル

ートの説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
アクアピア田口館長による芥川上流域の

説明 
 摂津峡でのバーベキューを楽しむ若者達 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
アクアピア田口館長によるゲンジボタル

の生息状況の説明 
 鬼子母神（慶住院）門前風景 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

    

 芥川支派流白滝川の白滝見学  笠井氏による三好長慶についてのお話 
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 右側三好山及び摂津峡を望む  アクアピア芥川の見学 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

6.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

・私の庭として毎日歩いているがこんな所があったのかとびっくりしている。 

・初めての参加ですが古い昔のことがよく分かった。 

・近くに住んでいるが歴史を聞いてなるほどと思った。 

・都会でありながらこんなすばらしい自然がある市は珍しい。 

・山や川の自然がいっぱいの摂津峡にまた訪れたい。 

  

今後の課題 

  

摂津峡は市民の庭として日常散歩等親しんでいるところ。 

芥川から淀川となり大海に注いでいるという原点を市民に分かって貰えればと思い企

画したが季節もよいので京都などへ行くとの連絡が多く企画した目的をどうすれば遂

行出来るかが課題。 
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7. 吉川R・稲作体験田植え         ・平成 22 年 6 月 8 日(火) 
7.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 第 2 回稲作体験学習会 田植え 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 8 日（火）9：30～12：00 

参加人数 参加総数 名  

 児童参加者 61 名 柱本小学校 

 引率教師 4 名 柱本小学校 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 1 名  

 土地改良区 1 名 神安土地改良区 

 高槻市役所 3 名 農林課、農業委員会、教育委員会 

 運営事務局 1 名  

講  師 高碕氏 (水田提供者） 

 吉川氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 9:49 展示物の準備 

 9:43 田植え第 1 班 

 9:50 田植え第 2 班の用意準備 

 10:07 水田の所有者高碕氏の田植え指導 

 9:51 田植え第 2 班 

 10:03 水槽観察 

 10:25 レンジャーによる田植えの指導 

 10:37 ポンプアップした水で泥落とし 

 10:33 魚種の見分け方の指導 

 10:40 高碕講師からの今後の稲の扱いについて説明 

 10:48 レンジャーによるモンドリの魚採り解説 

 10:50 児童のお礼とあいさつ 

実施場所 
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7.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  

  ・高槻市、教育委員会、農林課、農業委員会、  

    学習田として支援および人的支援 

関係機関からの支援内容 ・神安土地改良区 人的支援  

  ・柱本実行組合 資材・人的支援  

    

  ・田植えをする以前の準備。（高碕氏との打合せ、及び依頼）  

   農地土作り  

レンジャーの活動内容  モミまきから育苗  

   水田作り  

   ロープ等資材の調達  

  ・学校と数回の打合せ  

   ５年生に対する事前学習（約２時間）（淀川の魚のパンフを各生徒に配布）

  ・魚観察 

   モンドリの調達 および数日の魚捕獲 

   魚図鑑掲示（パネル）  

   理科室で飼育  
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7.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:49 展示物の準備  9:43 田植え第 1 班 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:50 田植え第 2 班の用意準備  10:07 水田の提供者高碕氏の田植え指導 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:51 田植え第 2 班  10:03 水槽観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:25 レンジャーによる田植えの指導  10:37 ポンプアップした水で泥落とし 
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10:48 レンジャーによるモンドリの魚

採り解説 
 10:50 児童代表のお礼とあいさつ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

7.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

  

・モチ米の収穫が待ち遠しい。 

・泥んこ遊びは楽しい。 

・田植えってこんなに面白いとは思わなかった。 

・高碕先生の言われる通りにはいかない。 

・家で田んぼがあるが田植えは、始めてだ。 

・モチつき早くしたい。 

・家へ帰ったら田植えの話をしたい。 

・水が淀川から来ていることを知らなかった。  

・魚がこの水路にいるなんて驚いた。 

・淀川に住んでいる魚と同じ種類であると聞いてびっくりした。 

・大きな魚がこの水路にいるとは思わなかった。 

・保護者から子供がドロンコになって田植えしている姿が頼もしい。  

今後の課題 

今回始めて保護者６名が参加（事前の呼びかけ）された。 

今後はもっと多くの人が一緒に田植えをして貰えばよいと思う。 

実行委員会、地域の人が多数参加し、子供と一緒になってコミュニケーションをはか

って欲しい。 

この活動は一年を通じてのもので、人、機材、が欠かせない。 

高槻市（学習田）、高碕氏、地域の人のもとで成り立っている。 

レンジャー活動として費用の捻出が課題（生徒以外の活動の保険は入っている。） 
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8. 吉川R・稲作体験水入れ         ・平成 22 年 7 月 31 日(土) 
8.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 第３回稲作体験会 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 31 日(土)  

参加人数 参加総数 14 名  

 応募参加者 10 名 柱本小学校教諭・児童 

 河川レンジャー 1 名 吉川レンジャー 

 
協力スタッフ 2 名

神安土地改良区・高碕氏（農地提供

者） 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 14:30 準備・スタッフ集合 

 15:07 吉川レンジャー挨拶 

 15:10 高崎氏による田んぼへの水入れ 

 15:30 止水 

 15:35 高碕氏・神安土地改良区田中理事などによる説明 

 15:50 解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (場所)高槻市柱本地先 

 
 

 

体験農地      

（高碕氏提供農地） 

淀川 
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8.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

    

関係機関からの支援内容 神安土地改良区からの職員派遣 

    

レンジャーの活動内容  

 

（注釈） 田植えの後、40 日目に水を抜く。（一時的に生育を抑える） 

その後 2週間中干しを行う。 

この目的は、秋口の雑草の芽の成長を事前に抑制するためである。

     これが終了した段階で、水を田んぼに入れ、秋の穂がつくまでは、

このままの状態を保つ。 

 田植え（手植え）における苗の約 6～7倍の株が成長する。機械植

えの場合は 3～4倍にとどまる。   
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8.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 吉川レンジャー挨拶  水入れ開始作業 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 田んぼへの水張り状況  水入れ状況を見る小学校教諭 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 吉川レンジャーによる稲の成長を検尺  稲の成長を検尺する児童(1) 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

    

 稲の成長を検尺する児童(2)  神安土地改良区の田中氏による説明 
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 稲の成長を検尺する児童(3)  稲の端株の確認風景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 稲の芽の確認状況  水張り完了状況 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 田んぼの肥料蒔き状況  高碕氏からの稲の生長状況の説明 
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8.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

特になし 

  

今後の課題 

  

 夏休みと土曜日が重なったこともあるが、稲作行程での中干し引水は初めてのこと

でもあり、親子の参加が少ない。 

 子どもは夏は、土日はサッカー、野球 etc、家族計画などがあり、今後参加可能な日

の設定が用水日のためできないので、学校、PTA、地元とも協議し参加者を増やしたい。

(今回は夏休み前に 5年生全員にチラシを配布し、学校便りにも掲載してもらった) 

  



9. 吉川R・稲の花を観察                              ・平成 22 年 8 月 20 日(金) 
9.1 実施状況  

＜テーマ：＞稲の花を観察しよう 

テ ー マ 第４回稲作体験学習会 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 20 日(金) 10:00～11:00 

参加人数 参加総数 27 名  

 応募参加者 24 名 引率者４名、教諭３名、児童１７名

 河川レンジャー 1 名 吉川レンジャー 

 協力スタッフ 1 名  

 出張所 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 10:00 準備・スタッフ集合 

 10:05 吉川レンジャー挨拶 

 10:10 稲の花観察及び稲の生長度調査 

 10:30 高崎氏説明 

 10:35 吉川レジャーと教諭の打ち合わせ（かかし制作）について 

 10:40 吉川レジャー終了挨拶 

 10:42 解散 

   

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（場所）高槻市柱本４丁目２０番地地先 

 
 

体験田       
（高崎氏提供） 

淀川 
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9.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

 

 
              稲の生長度  65cm(7 月 31 日) 

(稲の高さ)85cm(8 月 20 日) 

    

関係機関からの支援内容  

    

    

レンジャーの活動内容   
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9.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 吉川レンジャー挨拶  柱本小学校教諭と父兄 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 稲の花の説明風景  
稲の花の観察開始 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 稲の花  稲の生長度調査 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

    

 害虫にやられた稲  学習田のネット張の設置 
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 観察活動の講評  解散 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

    

 

9.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

特になし 

  

今後の課題 

  

特になし 
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10. 吉川R・土のう積み体験         ・平成 22 年 8 月 29 日(日) 
10.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 土のう積み体験－みんなで水防を体験しよう 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 29 日（日）9：30～12：30 

参加人数 参加総数 57 名  

 
一般参加者 48 名

大人・引率教師 19 名、子ども・生

徒 29 名 

 河川レンジャー 3 名 吉川・中川ゆ・柳沼各レンジャー 

 運営会議 1 名 日笠代表 

 講師 1 名  

 出張所 3 名 細見所長ほか 2 名 

 運営事務局 1 名  

講  師 柗永氏 (元淀川左岸水防事務組合収入役） 

スケジュール 8:40 会場設営準備 

 10:29 レンジャー直筆の会場看板の設置 

 9:02 パネルコーナーの準備 

 9:28 レンジャーブース全景 

 9:30 日笠代表のサポート参加 

 10:40 土のう作り体験の開始 

 11:04 スコップの訓練その 1 

 11:13 スコップの訓練その 2 

 11:09 親子そろって土のうの結束訓練 

 11:50 中学生の土のう結束訓練 

 11:34 家庭でできる簡易水防工法の説明 

 10:45 できたよ土のうその 1 

 11:41 できたよ土のうその 2 

 11:55 中学生集合写真その 1 

 12:15 中学生集合写真その 2 

 12:16 会場撤収 

実施場所 
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10.2 事前活動  

  

各種資料 

 

特になし  

関係機関からの支援内容 
 

国交省からタコツチ 2個、その他。 

高槻市から土のう袋、土、ショベル  

  

  

 

・コンパネ、パイプの購入。 

看板用パイプの借用(知人より) 

レンジャーの活動内容 看板の製作  

  

上記を 8月 27 日午前中に設営。 

・関係者との打ち合わせ調整 

・チラシの作成と関係者への配布 

・当日、柗永講師、レンジャー各氏、日笠運営会議代表、国土交通省、事務

局の協力支援により成功。 
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10.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:40 会場設営準備  10:29 レンジャー直筆の会場看板の設置 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:02 パネルコーナーの準備  9:28 レンジャーブース全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:30 日笠代表のサポート参加  10:40 土のう作り体験の開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:04 スコップの訓練その 1  11:13 スコップの訓練その 2 
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 11:09 親子そろって土のうの結束訓練  11:50 中学生の土のう結束訓練 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:34 家庭でできる簡易水防工法の説

明 
 10:45 できたよ土のうその 1 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:41 できたよ土のうその 2  11:55 中学生集合写真その 1 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 12:15 中学生集合写真その 2  12:16 会場撤収 
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10.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

・土のうの結び方がむずかしい。 

・災害時に役立てたい。 

・初めての体験です。 

・先にも家に水が入ってきた。早く体験しておけばよかった。 

・淀川は遊び場と思っていた。大雨の恐ろしさは知らなかった。 

・一年に一回はしてみたい。 

・学校でできないか？ 

  

今後の課題 

  

・参加者 48 人で、当初学校の参加依頼を考えていたが、高槻市の意見もあり、取りや

めた。次回は周辺小中学校へ要請をしたい。  



11. 吉川R・稲作体験カカシ       ・平成 22 年 9 月 13 日(月) 
11.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 稲作体験カカシの作成 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー吉川レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 13 日（月）9：00～10：00 

参加人数 参加総数 77 名  

 児童参加者 70 名 柱本小学校 5 年 

 引率教師 4 名  

 河川レンジャー 1 名  

 スタッフ 1 名 神安土地改良区 

 運営事務局 1 名  

講  師 吉川氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 9:02 レンジャーとスタッフによる準備 

 9:12 小学校児童の到着 

 9:12 レンジャーの開会あいさつ 

 9:16 つくったカカシと集合写真 

 9:18 みんなで設置の準備 

 9:21 カカシの配置 

 9:25 カカシを杭に固定する 

 9:29 みんなで記念撮影 

 9:39 カカシに名前付け 

 9:44 レンジャーの閉会のあいさつ 

 9:51 完成したカカシのすがた 

 9:54 完成後の全景 

実施場所 

（場所）高槻市柱本４

丁目２０番地地先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

体験田       

（高碕氏提供） 

淀川 
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11.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし  

    

  
 

カカシの作成、当日開催協力 

柱本小学校 5 年担任教師、児童、神安土地改良区職員 

関係機関からの支援内容 水田提供 高碕氏 

   

  
 

カカシの作成指導  

レンジャーの活動内容 当日準備、進行、後片付け  
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11.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:02 レンジャーとスタッフによる準備  9:12 小学校児童の到着 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:12 レンジャーの開会あいさつ  9:16 つくったカカシと集合写真 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:18 みんなで設置の準備  9:21 カカシの配置 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:25 カカシを杭に固定する  9:29 みんなで記念撮影 

 

 

 

 

47 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:39 カカシに名前付け  9:44 レンジャーの閉会のあいさつ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:51 完成したカカシのすがた  9:54 完成後の全景 

    

 

 

 

 

 

 

11.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

初めてのカカシづくりで楽しかった。 

カカシに名前をつけるのが大変だった。 

稲刈りが待ち遠しい。 

カカシに服を着せるのが難しかった。 

カカシを立てるとスズメが本当に来ないんだろうか？ 

  

今後の課題 

  

保護者と子どもが一緒に作業することが大事であるが、誰も来ていない。先生から連

絡はしてもらっている。残念です。 

子どもたちが少しダラけている。(学校の指導？、家庭の指導？) 

「親子によるカカシ作り」をするとよいのではないか。 
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12. 酒井R・適正な利用の推進    ・平成 22 年 4 月～9 月  
12.1 実施状況  
＜テーマ:河川の適正な利用の推進を図る活動＞ 

テ ー マ 河川の適正な利用の推進を図る活動 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー 酒井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月～ 適宜実施 (詳細次頁参照) 

 

活動場所 

 

活動概要 上半期に実施した危険箇所、不法・迷惑行為の実態調査及び水辺での安全指導の活動状

況を下表に示します。 

活動は利用者が多い 5 月の GW、土日、休日の実施を目指していましたが、8 月は猛暑

が続き活動を控えました。 

水辺での安全指導 
不法･迷惑行為の監視･指

導 

NO 月 日 曜日 
場所     

淀川右岸 危険箇所の  

調査 

水辺での  

安全指導

不法･迷惑  

行為の調査

不法･迷惑

行為の監

視･指導 

備考 

1 4 日 28.4k～21.3k ○ ○  ○   
神安三箇牧揚水場

子供 1人釣り 

2 11 日 22.3k～15.9k ○   ○     

3 

4 

18 日 28.4k～19.2k ○   ○     
4 １ 土 21.3k～25.0k ○  ○     

5 2 日 21.3k～15.9k ○ ○ ○   
岡村ワンド子供 3 人

釣り      

6 3 月･祝 28.4k～21.3k   ○  ○   
  

7 15   土 25.8k～15.9k ○ ○  ○   
18.3k 子供 3人水際

散策 

17.0k 子供 5人釣り

8 

5 

29 土 28.4k～21.4k ○  ○     
9 11 日 25.8k～23.0k ○  ○   
10 19 月・祝 15.9k～25.8k ○  ○   
11 

7 

24 土 25.8k～23.0k ○   ○     
12 12 日 28.4k～21.3 ○  ○   

13 19 日 21.3k～15.9k ○  ○   
14 

9 

25 土 28.4k～21.4 ○  ○    
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活動内容 

１． 河川利用者への安全指導 

◎5 月 3 日 淀川右岸 27.6k  

河川公園大塚地区の緊急河川敷道路上で、子供と公園に進入してくる車両の動線が

交差し危険な場所があります。動線が交差するのは日･祝日（9 時～19 時）のみです。

以前この区域の堤防天端の兼用道路上で交通事故が発生し、その対策としてこの区

間の通り抜け禁止を受けて、公園への進入ルートの変更をしています。 

一方、事故があった堤防天端の兼用道路は、交通規制標識の見えにくさもあり、多

くの車両が往来している現状があります。 

そこで、当日通行禁止になっている天端道路の通り抜け現状調査を実施しました。 

   14 時 02 分から 10 分間 枚方大橋方面 39 台 1 時間当たりにすると 234 台 

               演習橋方面 28 台 1 時間当たりにすると 168 台 

 

２． 不法・迷惑行為の状況把握 

◎5 月 2 日 淀川右岸 

19.3k   高水敷 未登録バイク１台走行 モトクロスの練習場になっています。 

16.4k 付近 一津屋野草地区の緊急河川敷道路上で、以下の迷惑行為に実態があります。

・ラジコンカー2 台 3 人操作  

・この付近にラジコン禁止の看板が設置されているが、絵柄が飛行機にな

っています。 

・未登録バイク 1 台 一人（子供が運転） 

 16.5k 水際通路の脇 ゴミの不法投棄 

 16.9k 水際通路の脇 ゴミの不法投棄 

 

３．監視指導を共に行う協働者の発掘 

◎9 月 19 日 淀川右岸 19.0ｋ 岡村ワンド（通称） 

 ・釣り人（地元在住）： 

①ここには昔、舟の渡しがあった場所で、以前はヘラブナが一日何枚も釣れたが、

今はほとんど釣れないです。 

②今年は何故か特定外来種のアゾラクリスタータ、ホテイアオイが水面を覆ってい

ない。 

③昨年は水面を覆い釣りができない状況になったことから、釣り人数人でボートを

出し集積し持ち出しをしました。持ち出したものは、管理者に処分をお願いして

います。 

④ワンドの周辺は、釣り人が、周辺環境を整備するため草刈り、ゴミ拾い、草刈を

実際しています。 

⑤ゴミは子供の釣りによるものが多いようです。 

◎9 月 25 日 淀川右岸 23.2ｋ 三島江ワンド 

 ・釣り人（ＮＰＯ法人所属）： 

①このワンドは、地下で淀川と繋がっているが、毎年冠水により少しずつ浅くなっ

ています。保全のためやみくもに掘削してもダメで、ワンド構造を考える必要があ

るようです。 

②時々国交省が水草などワンドの調査を実施しています。 

 ・釣り人（地元在住）： 

①ここには 3 つのワンドがあるが、以前は、下流にもワンドがあったが、そのワン

ドは子供の安全上問題から、国交省が埋めたそうで、それによりワンド冠水時の

流れが変化し、毎年少しずつ浅くなってきています。 

②ワンドが浅くなるから、外来植物が生息しやくなっています。 

③高水敷を切り下げても、地形を管理しなければすぐに埋まり、生物が棲めなくな

ります。    

 

４.川づくり、まちづくりへの参画・支援活動 

(1)自然再生への住民参加の仕掛けづくり 

 昨年度から実施している水辺の不法・迷惑行為の実態調査など、日頃の活動時に、監視・

指導を共に行ってくれる協働者と、「自然再生への住民参加の仕掛けづくり」を目標に、

たまりの改良工事の見学を行い、河川整備への理解を深めます。 
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 そこで、三島江高水敷切り下げ地の自然環境の特性を損なわない中で、散策や観察など

自然と触れ合う公園利用について話し合い、これからの「水辺環境保全・再生ゾーン」で

の利用のあり方について、2 回目の意見交換を実施しました。 

 ○実施概要 

第 2 回三島江切り下げ区域の利用意見交換会 

     日 時:平成 22 年 8 月 7 日(土)13 時～17 時 

     場 所:淀川河川公園三島江野草地区 高槻市立三箇牧公民館 

     参加者:25 名 

(2)淀川本川の河川清掃に向けた取り組み 

◎7 月 19 日 

淀川左岸 13.0k 付近 城北ワンド群 

関西の NPO 団体の学生 

①毎年開催される淀川ワンドクリーン作戦に参加しました。 

②清掃活動中に、関西の NPO 団体の学生から、河川レンジャーの位置づけ、淀川

のゴミなど淀川の特性全般について質問を受けました。 

③この団体は他の河川で「清掃大作戦」を実施している経験を持っているようで

す。 

 

関係機関

からの 

支援内容 

 

○淀川河川事務所(河川管理者、公園管理者) 

①必要資料(安全指導時に利用するパンフレット、チラシ等)の提供 

②水辺の危険箇所調査情報の提供 

③不法･迷惑行為の実態調査の情報 

④不法･迷惑行為の調査及び協働者の発掘 

⑤第２回三島江切り下げ区域の利用意見交換会の開催に各種支援 

 

 

 

 

12.2 意見・課題  
 

 

今後の

課題 

１．監視指導を共に行う協働者の発掘 
◎高頻度の河川利用者との連携 

淀川右岸 19.0ｋ 岡村ワンド（通称） 釣り人（地元在住） 

淀川右岸 23.2ｋ 三島江ワンド 釣り人（ＮＰＯ法人所属） 

 

課題： 

①高い頻度で、淀川を観察している釣り人の話には、参考になることが多くあ

ります。 

②連携を目的に、このような知見を整理することも重要と考えます。 

 

２．川づくり、まちづくりへの参画・支援活動 
◎淀川本川での河川清掃に向けた取り組み 

淀川左岸 13.0k 付近 城北ワンド群 関西の NPO 団体の学生 

 

課題： 

①この団体は淀川のゴミ問題に強い関心を持っているようです。 

②近々この団体と淀川のゴミについて意見交換をする予定ですが、どう連携し

淀川本川での清掃活動に展開していくかが課題です。 
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13. 中川(ゆ)R・土のう作りと工法・平成 22 年 6 月 23 日(水) 
13.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 土のう作りと工法 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー中川(ゆ)レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 23 日（水）9：30～12：00 

参加人数 参加総数 37 名  

 一般参加者 24 名 関西大学学生 17 名を含む 

 
河川レンジャー 6 名

中川ゆり子、中島、吉川、瀬野、仁

枝、崎谷各レンジャー 

 講師 2 名  

 土木事務所 2 名 大阪府茨木土木事務所 

 出張所 2 名 細見所長、稲谷係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 柗永正光氏 (元左岸水防組合、淀川資料室） 

 岩田年浩氏 (関西大学総合情報学部教授) 

スケジュール 9:09 受付のようす 

 9:09 掲示物の貼りだし 

 9:15 新聞紙を丸めて模擬土のうの作成 

 9:34 レンジャー協力の講師用ボードの作成 

 9:43 柗永講師の紹介 

 9:48 洪水災害の説明 

 10:28 金子委員(運営会議)を交えて対話 

 10:34 置かれたスコップの危険体験 

 10:38 模擬土のうを用いてひも締め実習 

 10:43 サンケイ新聞の取材 

 11:09 学生さんと質疑応答 

 11:12 土のう積み講義 

 11:14 日常の洪水防御対策の説明 

 11:17 岩田教授による防災講義 

 11:40 大阪府茨木土木事務所のあいさつ 

 11:41 アンケート回収 

実施場所 
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13.2 事前活動  

  

各種資料 

  

 

 

  
 

摂津市よりスコップ：30本、たこつち：2丁、石箕(いしみ)：10 丁  

関係機関からの支援内容 
高槻出張所より真砂土：5立米、土のう袋：200 袋 

中央流域センターより机：2、クーラーボックス：1、レンジャー旗：5 

   

  

 

 関西大学の学生を中心に淀川河川公園、鳥飼仁和寺大橋、河原樋門の河川

敷にて、土のう造りと工法を現淀川資料館、元淀川左岸水防事務組合、収入

役のまつ柗永正光様から指導を受ける。又、雨の目を想定して柗永氏より防

水についての講義、土のう造りの指導を鳥飼サービスセンターにて実施した。

  

レンジャーの活動内容  

9:30    開会と挨拶 

9:45～10:20 講師紹介、水防についての講義 

10:20～10:30 休憩、給水 

10:30～11:10 土のう造りと工法新聞紙を 4 枚丸めて土とする。工法:積み土

のう工法 

11:10～11:30 各レンジャーの仕事内容を紹介 

11:30～11;35 アンケート回収 

11:35～11:50 水ふうせん投げ 

11:50～!2:00 対話  閉会   
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13.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:09 受付のようす  9:09 掲示物の貼りだし 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:15 新聞紙を丸めて模擬土のうの作成  9:34 レンジャー協力の講師用ボードの作成

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:43 レンジャーから柗永講師の紹介  9:48 洪水災害の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:28 金子委員(運営会議)を交えて対

話 
 10:34 置かれたスコップの危険体験 
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10:38 模擬土のうを用いてひも締め実

習 
 10:43 サンケイ新聞の取材 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:09 学生さんと質疑応答  11:12 土嚢積み講義 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:14 日常の洪水防御対策の説明  11:17 関西大学岩田教授による防災講義 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:40 大阪府茨木土木事務所のあいさ

つ 
 11:41 アンケート回収 
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13.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

1.アンケート総括 

土のう造りは初めてですか?             はい・・21 名  いいえ・・2名(茨木職員)

土のう造りの工法は他にも応用が出来ると思いますか? 

はい・・22名いいえ・・1名

今回参加して良かったと思いますか?               はい・23 名いいえ・・O名 

学生の出身地熊本県(1 名)兵庫県(4 名)茨城県(!名)徳島県(1 名) 

奈良県(1 名)京都府(4 名)摂津市以外(4 名)他  

2.今回参加して感じたこと。 

1)土のうは水害から人々を守ろうとした、水防団の愛がつめられていると感じた。 

2)土のう造りはただつんでいるのではなくて、しっかり水の勢いに負けないように工

夫しているのを知らなかったので勉強になりました。 

3)土のう造りにもいろいろと工夫がなされているんだなと思いました。土のう作りは

人間の生活、命を守る重要な役割を果たしていることを知ることができて良かった

です。勉強になりました。 

4)蛇が集まるのが意外だった。 

5)昔の体験談(講師の方)を聞いて(へびやねずみが台風の前に一つに集まったりする 

話)自然のカってすごいなと感じました。 

6)水害は本当に恐ろしいと思いました。土のうに関して詳しいことが聞けて良かった。

昔の人は地域のチームワークが良い! 

7)土のうは昔からある方法だが、水害には一番有効だということが分かり凄いと思っ

た。又、ひもの結び方が他にも応用できることが分かった。 

8)もし、自分の町が水害にあった時、防げるような話を聞けて良かったです。 

9)水防について、他人まかせにしてはいけないと思いました。 

10)日常生活にも今回の知識が使える事がわかりました。今回は新聞紙を使ってしまし

たが本当は 20kg もあるので大変だと思いました。 

11)水害があったときは、水防団という団体の存在を初めて知った。 

12)人間の知恵についてすごく感心しました。土のう、その他のものでもっと人間がよ

りよく生活できたら良いと思います。 

13)私達の知らないところで、このような活動があることを知りました。 

14)人間には必要不可欠な水を敵に回すと、とってもこわいと思いました。 

15)遅れて来たので、むすび方がわかりません。 

16)土のう作りにも、いろいろ仕掛けがあることを知りました。 

17)水害の恐ろしさを改めて感じました。ひとごとのように思わず、積極的に取り組ん

で行きたいと思いました。 

18)砂の方がおさまりが良く、キッチリ出来ると思いました。 

19)昭和 28 年 7 月 18 目に大水害にあい(小学 5年生)人生で最も大きな体験をしまし 

たので大事な事をあらためて感じました。  

3.次回はどのような事をしたいですか? 

1)今回は雨の影響で外の作業をする事が出来なかったので、次回は実際に土のうを使

って水防を造りたく思います。 

2)外に出て堤防のところで、土のう造りをしたいと思います。 

3)工法を本物で、できれぱいいと思う。 

4)次回は実際に土を使い土のう造りをしてみたいです。 

5)次回、晴れていれば是非土のう積みをしたいです。 

6)雨で出来なかったことをしたい。 

7)土のうのくみたて。 

8)土のうの結び方を知らない人達に教えたいです。 

9)実際に土を入れてみたい。 

10)今回は雨で外で土のうを作れなかったので、次回は実際に作ってみたいです。 

11)実際に土のう作りをして、積んでみたいです。 

12)本物の土のうつくりをしてみたいです。 

13)基本から学びたいです。 

14)水害、災害時におけるたき出しなどの体験、研修会など. 

15)実際に積み土のう工法をやりたいです。 

16)実際に土のうを作りたいです。  

56 



57 

  

今後の課題 

  

・今回、学生さんを対象とした土のう造りで準備を整えていたが、惜しくも雨になり、

土のう袋の中に、新聞紙を入れた模擬土のうとなりました。学生さんからも、今度

は本物で造りたいという声が多く、実際に「まさ土」にて指導したい。 

・地域住民の参加型の土のう造りを目指したい。 

・日常使用している品を用いての水防を考慮したい。  

 



14. 谷岡R・鵜殿観察会               ・平成 22 年 4 月 25 日(日) 
14.1 実施状況  

＜テーマ：鵜殿のヨシ原観察会＞ 

テ ー マ 河川管理への住民の関心を高めたいと考え、高水敷、鵜殿の観察会を行

った。内容は自然環境、淀川の改修、河川事務所の保全事業、市民の調査

などの活動、河川と伝統文化の関係など。 

 参加者については団体「茨木・高槻の自然に親しむ会」の参加があり、 

茨木市民など今まで少なかった地域からの参加を広げられた。 

担  当 山崎管内 河川レンジャー 谷岡レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 25 日（日） 9:20～16:00 

参加人数 参加総数 25 名  

 一般参加者 18 名

 河川レンジャー 

講師 

協力スタッフ 

山崎出張所 

運営事務局 

1 名

1 名

3 名

1 名

1 名

 

谷岡レンジャー 

鵜殿ヨシ原研究所 小山弘道さん 

鵜殿クラブ 

 

講  師 小山 弘道氏 (鵜殿ヨシ原研究所） 

スケジュール 9:20 山崎出張所にてスタッフ集合・準備・ミーティング 

 9:45 

10:00 

参加者受付開始 

開会 谷岡レンジャーより挨拶、スタッフの紹介 

   講師より挨拶、観察コースの説明 

 10:20 

 

出発 上牧町の堤防上で、「景観」歴史を作った場所、天王山、

比叡山、男山が望める鵜殿。鵜殿の概要、新名神道路など説明。

 10:50 ｢鵜殿葭原｣碑にて「雅楽」を支える鵜殿、ツバメのねぐら入り 

 11:15 

 

 

道鵜町の堤防からヨシ原へ下りる、保全事業：導水路や切り下げ

の説明、野鳥ミサゴの観察、絶滅危ぐ植物トネハナヤスリ、ノウ

ルシを観察、ヨシ原焼きが行われると生育が良いことを説明。 

 12:05 昼食 雅楽のひちりき、昆虫、野鳥のお話 

 13:35 導水路沿いの調査区で観察、春の低温の影響か？成長が遅い 

 13:45 鵜殿を下流部から上流部へ移動、淀川本川を眺める 

 14:00 レンジャー調査区付近で、カナムグラを抜いてヨシを育てる。 

 14:50 草抜き終了、オドリコソウ、イタドリの群落の観察 

 15:15 

15:30 

16:00 

揚水ポンプ場に到着、保全事業の見学。 

出張所到着 アンケートの記入 まとめ 

終了 解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

58 



 

14.2 事前活動  

 

各種資料 

・レンジャー作成  

保全事業、植生変化 

春に見られる植物、文化 

・レンジャー活動について 

・新聞記事 

・鵜殿のパンフレット 

（淀川河川事務所） 

・淀川発見講座の募集チラ 

  シ 

・その他 

 

 

関係機関からの支援内容 

  

・鵜殿クラブ：資料の作成に協力、 

スタッフ（雅楽の演奏、解説、昆虫の説明、案内、安全注意）、 

 ツル草抜き場所の準備 当日、その場所が歩き易いよう、 

ツル草を抜くのに意欲が湧く量になるように事前から抜き始める。 

観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

 

・鵜殿ヨシ原研究所：講師（案内）、資料作成に協力 

 ツル草抜き場所の準備（同上）、 

 観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

 

・高槻市 パンフレットの提供。広報に協力。 

・島本町 広報に協力。 

・淀川河川事務所：パンフレットの提供、備品の貸与。 

・山崎出張所：観察場所整備のための用品貸与、パンフなど提供。 

   

レンジャーの活動内容 

 

・企画 

・打合せ    （山崎出張所、講師、協力スタッフ）、 

・実施計画 

・広報 

・下見 

・資料作成 

・物品準備、運搬 （野外のトイレ、テントなど） 

・観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

・活動実施 

・結果まとめ 

 

・「茨木・高槻の自然に親しむ会」参加について 

 昨年に担当者の方が鵜殿の資料をほしいと山崎出張所に来られた。 

 レンジャーが資料を用意しお渡しした。今年は、レンジャーから連絡をと

  り観察会への参加を案内した。その後、下記を打合せ、「親しむ会」単独

 で行う観察会より魅力的な観察会づくりについて。「親しむ会」は、野鳥

 の説明など積極的な参加をされた。 

レンジャーは観察会以後も、自然の保護に参加できる機会を提供。 
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14.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
山崎出張所にて集合、開会 

 
 

堤防上にて、小山講師の鵜殿の自然、歴史に 

ついての説明を聞きながら下流へ向けて歩く 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
レンジャーから、切り下げ地にて、 

淀川河川事務所のヨシ群落保全事業について説明

 
 

トネハナヤスリ(絶滅危惧種)を観察 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
「茨木高槻自然に親しむ会」野鳥、昆虫の話、 

協力スタッフから、ひちりきの演奏と説明 
 

保全事業、導水路の説明。調査区でヨシを観察、 

今年は春の低温の影響か、成長が遅い。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
導水路ぞいで集合写真、付近には希少な植物の 

ノウルシの群落が広がる。 
 

つる植物「カナムグラ」抜きに参加者全員で取り 

組んだ。成長するとヨシに巻き付き枯らすので。 
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14.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 
・大学生の参加者 インターネットで鵜殿を知り、観察会のことを知った。 

 油絵に描く場所を探していた。自然に見える風景が保全されて守られていることに

  驚いた。絵に描いてみたい。 

 

・上牧町の住民  昨年から観察会に参加、観察会以外の日でも、レンジャー 

や鵜殿クラブ、鵜殿ヨシ原研究所の活動が行われているので、参加しやすい。 

 

「茨木・高槻の自然に親しむ会」のメンバー 

 

 ・昨春に会の観察会で鵜殿を歩いたり資料も読んだりしたが、 

  現地での説明で、保全事業の内容や成果について知ることができた。 

 

 ・カナムグラ抜きをすることでヨシを育てるに関われたのは楽しかった。 

  河川敷を観察することがあっても、何かをすることは掃除くらいしかなかったの

    で。 

 

 ・小山先生の活動は人づてに聞いていたり新聞で読んでいたりしたので、 

  直接に説明が聞けて大変良かった。３５年間の活動の多彩さに感動。 

  

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

 

・レンジャー活動を広めるにあたって、地元の行政や市民団体などと連携して活動を

 行っている。 

 今回は市民団体と連携であったが、相手に対して、レンジャー活動と連携する魅力、

メリットをどのように作れるか、伝えられるかが重要。 

 

・参加型の観察会を行うには、事前の準備が大切である。 

 今回はカナムグラ（ツル草）抜き（ヨシを育てる）なので、準備は、 

 ①参加者数に合った広さの場所づくり 通路から入られる道を草刈りで確保、 

  活動する場所でも歩けられるよう草を抜いて道を確保。 

 ②抜くツル草の芽生えが多すぎると、抜く意欲が下がるので事前に抜いておく。 

 ③予想される成果を見せる場所づくり 一昨年からレンジャー・鵜殿クラブ調査区

  として、ツル草を抜く、オギを刈るなどしてヨシが育っている場所がある。 

  成果を事前に知ることで参加者の抜く意欲や行動は変化するようだ。 

 

 これらの事前準備は、レンジャー１人で行うには大変難しいので、 

 今後も協力団体の協力や参加者の継続的な参加などを得ることを続ける必要がある。

 



15. 谷岡R・知ろうよ鵜殿            ・平成 22 年 5 月 19 日(水) 
15.1 実施状況  

＜テーマ：「歩いて知ろうよ鵜殿のヨシ原」高槻市五領公民館との連携活動＞ 

テ ー マ ガイド付きうどのウォーク 歩いて知ろうよ 鵜殿のヨシ原 

 高槻市五領公民館との連携活動。以前に公民館では「鵜殿の講座」を講

師・小山弘道氏で開催。レンジャー活動では市内の城内公民館と連携で「防

災講座」を実施。今回の活動となった。 

河川管理への住民の関心を高めたいと考え、高水敷、鵜殿の観察会を行

った。内容は自然環境、淀川の改修、河川事務所の保全事業、市民の調査

などの活動、河川と伝統文化の関係など。 

担  当 高槻出張所管内 河川レンジャー谷岡レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 19 日(水)10：00～12：00 

参加人数 参加総数 33 名  

 一般参加者 28 名  

 五領公民館 2 名  

 河川レンジャー 1 名 谷岡レンジャー 

 講師 1 名 小山弘道 

 運営事務局 1 名  

講  師 小山弘道氏 (鵜殿ヨシ原研究所、淀川環境委員会委員） 

スケジュール 9:38 山崎出張所で受付 

 10:00 五領公民館、レンジャーの挨拶、高槻ケーブル TV の取材始まる

 10:18 堤防を歩いて鵜殿下流部へ。概要、歴史的景観、自然を説明 

 10:32 堤防の「鵜殿葭原の碑」前で説明、歴史、文化、淀川の改修。 

 10:40 雅楽、ツバメのねぐら入り、ヨシ原焼きなどを説明。 

 10:53 堤防で集合写真、ヨシ原へおりる 

 10:59 

11：21 

保全事業 導水路、切り下げ地の解説 

切り下げ地を観察、導水路を渡って観察。 

 11:52 植物、生き物の解説、観察。 

 12:14 まとめ、レンジャー活動の説明、閉会 

実施場所 
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15.2 事前活動  

  

各種資料 

・レンジャー作成  

保全事業について、植生 

変化春に見られる植物、 

文化レンジャー活動につ 

いて 

・レンジャーニュース 

・新聞記事 

 レンジャー活動紹介ほか 

・鵜殿のパンフレット 

（淀川河川事務所） 

・淀川発見講座の募集チラ 

 シ 

・その他  

  

  
 

    

関係機関からの支援内容 

・鵜殿クラブ：資料の作成に協力、 

観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

 

・鵜殿ヨシ原研究所：講師（案内）、資料作成に協力 

 観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

 

・高槻市 パンフレットの提供。広報に協力。 

 

・淀川河川事務所：パンフレットの提供、備品の貸与。 

 

・山崎出張所：観察場所整備のための用品貸与、パンフなど提供。 

    

    

レンジャーの活動内容 

・企画 

・打合せ    （五領公民館、山崎出張所、講師、協力スタッフ） 

・実施計画 

 

・広報 

 

・下見 

・資料作成 

・物品準備、運搬  

・観察通路の草刈り（草刈り機を使って草刈り） 

 

・活動実施 

 

・結果まとめ 
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15.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:00 レンジャー、五領公民館で開会

の挨拶、高槻ケーブル TV の取材 
 

10:32「鵜殿葭の原」の碑の解説 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:40 レンジャー、自然と文化の解説  10:53 集合写真 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 
10:59 保全事業、導水路と切り下げに

ついて説明 
 

 
11:21 切り下げ地を見て、導水路を 

    渡って観察。 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:52 植物、生き物の解説  
12:14 雅楽楽器、ひちりきの説明 

鵜殿のヨシが支える、雅楽の音 
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15.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

・公民館の募集を見て参加、鵜殿は散歩で歩いているが、水路や切り下げ地も 

 見てはいたのだが、保全事業のことは知らなかった。 

 説明の看板を作ってほしい。 

 

・以前、公民館で行われた、小山先生のお話を聞いて興味を持っていたので 

 参加。実際に歩いてみると楽しかったし知ることも多かった。 

 レンジャー活動については初めて知った。 

 

・小学生の孫が授業で、鵜殿に来たと聞いた。小学生と参加しやすい活動が 

 あればまた参加したい。 

 

・今後も鵜殿に来たいので、活動の案内を知りたいがインターネットは、 

使っていない。山崎出張所前や道鵜町の車止め付近に、案内板でもあると 

参加しやすい。散歩のときに見ることができるので。 

 

・ヨシの工作が有るそうなので、何か教えてほしい。  

  

  

今後の課題 

  

 

・自然観察会に、防災のことを取り入れて行いたい。 

 鵜殿には排水機場などがあるので、その説明と関連させて。 

 また、下水道からあふれた水による家屋の浸水を防ぐ方法として、家庭にある 

 ダンボール、新聞紙、ビニール袋などを使っての方法も紹介したい。 

 

・情報の伝え方に、工夫が必要。 

 感想でもあったが、住民の方が普段歩く場所、堤防や鵜殿の通路沿いに 

 看板を設置してほしいとのこと。 

 レンジャー活動の案内や鵜殿の情報をそれで知られたいとのこと。 

 これは、他の観察会での感想でも聞かれる意見である。 

 河川管理のことがあるので、淀川河川事務所山崎出張所と相談して 

 取り組みたい。 

 



16. 谷岡R・ヨシのお話と工作・平成 22 年 9 月 20 日(祝) 
16.1 実施状況  

＜テーマ：「ヨシのお話とヨシの工作体験（ぶーぶー笛）」１回目＞ 

テ ー マ 1.淀川資料館（資料室）との連携活動。 

企画展「イタセンパラと淀川のいきものたち」会期中に２回実施。2. 「ヨ

シのお話」ヨシや鵜殿について映像を使い話した。 

題名「世界一級のヨシ 音、人、関わり」 

・鵜殿のヨシが支える雅楽はユネスコの世界無形文化遺産の指定。 

笛を工作で作るので、雅楽の話から始めた。 

「雅楽」はレンジャー活動の雅楽コンサートの音声と写真で紹介。 

・ヨシ原は里山と同様に人が利用し育てて維持できる自然。 

・淀川資料館の保存資料、展示資料の活用 

測量図「明治９年桂川」の凡例「簾葦」場所名「葦縁」 

本「淀川両岸一覧」（江戸時代）鵜殿の図と説明にヨシ、篳篥。 

・住民が河川の自然に関わり守る方法、レンジャー活動、河川 

事業の保全事業の紹介 

3.「ヨシの工作 ぶーぶー笛」工作指導を行った。 

 材料のヨシは昨年レンジャー調査区で育てた品質の良いヨシ。 

 工作には若い世代の参加が多い、ヨシを使うことを体験。 

担  当 山崎出張所管内 河川レンジャー 谷岡寿和子 

開催日時 平成 22 年 9 月 20 日(祝)14：00～15：00 

参加人数 参加総数 35 名  

 一般参加者 29 名 大人 16 名、こども 13 名 

 河川レンジャー 1 名 谷岡寿和子レンジャー 

 スタッフ 4 名 淀川資料館 

 運営事務局 1 名  

講  師 谷岡寿和子 (河川レンジャー） 

スケジュール 13:00 直前打合せ、パワーポイント点検、椅子の用意、資料を配置。 

 14:00 開会の挨拶、「ヨシのお話」をパワーポイントで実施。 

  「世界一級のヨシ 音、人、関わり」 

 14:25 参加者と集合写真 

 14:28 「ヨシの工作体験」資料館スタッフと手順説明、工作を指導。 

 14:29 ぶーぶー笛の工作を開始。先着順に３グループで順次実施。 

 14:30 

 

参加者は待ち時間に、環境企画展や「明治９年桂川測量図」を 

観覧。測量図（複写）は普段展示をしていない。16：10 工作終 

 16:20 資料室スタッフとミーティング（反省会と次回 10/10 への準備）

実施場所 

 

 

淀川資料館 
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16.2 事前活動  

  

各種資料 

「ヨシのお話」配布資料 

・レンジャー作成「ヨシのお話」 

資料：鵜殿について、 

案内：淀川関係の催し、 

レンジャー活動 

・ヨシの利用資料：ヨシ紙、鵜殿の 

 葦 

・レンジャーニュース 13 号 

・吹田市役所「ヨシと水環境展」 

今後のレンジャー活動 

・大阪歴史博物館との連携活動 

特別展「水都大阪と淀川」関連行 

事「ヨシ工作、鵜殿の観察会」 

  
 

関係機関からの支援内容 

 

1.淀川河川事務所 資料の提供、広報 

 

2.淀川河川事務所 資料室 

  ・ヨシのお話 資料の探し出し、提供 

  ・ヨシ工作  材料の下準備、用具の用意 

・当日      玄関にヨシを展示、    

  ・広報 

 

3.鵜殿クラブ  

各種資料、写真、ヨシ紙の提供、広報に協力 

 

4.鵜殿ヨシ原研究所  

各種資料、写真、調査成果の提供、広報に協力 

   

レンジャーの活動内容 

 

・企画 

・打合せ  （淀川河川事務所調査課、資料室と） 

・実施計画 

・広報 

・下見 

・資料作成 「ヨシのお話」パワーポイントの作成、その他 

・物品準備 

ヨシ：レンジャー調査区で、良質なヨシを育成 

     今回の材料のヨシは、昨年にレンジャー調査区で育ったも

    の。 

     レンジャー活動全体でも使用されている。 

・活動実施 

・結果まとめ 
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16.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:45 資料館玄関前のヨシ展示  13:49 受付のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:55 直前の打合せ  14:03 レンジャー 開会のあいさつ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:05 ヨシのお話 映像と音楽で  14:25 参加者と集合写真 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
14:28 資料室スタッフのヨシ笛工作

の手順説明 
 14:29 工作の開始 ぶーぶー笛 
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 14:30 環境企画展 観覧の様子  14:30 アンケートの記入 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:38 レンジャーのヨシ笛工作の指導  
14:48 明治９年の測量図の展示と、 

資料室スタッフによる説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:55 できたよ！ヨシ笛 ぶーぶー！  15:08 大人も楽しい、ヨシの工作 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 15:20 活動を終え、資料室のスタッフと   
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16.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

１．ヨシのお話 

・鵜殿のヨシ原、雅楽はそれぞれ知っていたが、ヨシが雅楽を支えていることは知ら

 なかった。ヒチリキの音を聞けたのが良かった。 

・ヨシ原焼きの灰が枚方市に飛んでくることがあった。ヨシ原焼きをやる意味につい

 て初めて知った。 

・明治の測量図を初めて見た。淀川資料館の資料をもっと見てみたい。 

 スタッフの説明があったので分かり易かった。 

・子供づれで参加した、小学生にも分かるお話があればと思った。 

 

２．ヨシの工作 

・ヨシを見ていても、さわったり使ったりすることは無かった。 

 タペストリーの工作にも興味がある。 

・ヨシを使うことでヨシを守るなんて私にはできないと思っていたら、 

 工作もその一つとのこと、こんなことでも役に立つとは良かった。 

・待ち時間が２０分ほどあった。子供に魚を見せて過ごしたので待つことができた。

 たくさんの魚、蟹などの生き物の展示があって面白かった。 

・「ぶーぶー笛」の次は、音階の出る楽器を作ってみたい。  

 

  

  

今後の課題 

  

  

・「ヨシのお話」で、雅楽コンサートの音声と映像を使った。 

レンジャー活動で実施したコンサートのため、著作権の問題がないので使えた。 

他のレンジャーも、ヨシ原での活動やヨシ工作などをされている。 

 レンジャー活動での成果を、個人の活用からレンジャー全体での活用に。 

 

・淀川資料館との連携活動を、今後に活かすには、 

 参加者が、山崎出張所の対岸である枚方市などが多かった。継続的な参加につなげ

 られるようレンジャーは淀川と三川で活動を行っていることを案内した。 

 参加者の増加、新規・継続の参加をどのように行うかが、引き続きの課題。 



17. 酒井・辻川・上田レンジャー・河川行政研修会・平成 22 年 7 月 12 日(月) 
17.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修：河川行政研修会 

担  当 三出張所管内 河川レンジャー酒井・辻川・上田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 12 日（月）9：00～17：00 

参加人数 参加総数 26 名  

 

河川レンジャー 18 名

辻川、池宮、三輪、崎谷、上田、立

川、荘司、瀬野、山口、中島、酒井、

中川ゆ、谷岡、坂本、中村、田子、

仁枝、山村各レンジャー 

 講師 1 名 成宮調査課長 

 河川事務所 1 名 岡田係長 

 
運営事務局 6 名

西野、早瀬、松岡、橋詰、篠平、田

井中 

講  師 成宮氏 (淀川河川事務所調査課） 

スケジュール 9:06 酒井 R のあいさつ 

 9:06 会場全景と出席者のようす 

 9:09 上田講座研修実行委員長のあいさつ 

 9:11 講師成宮課長の紹介 

 13:12 バスで移動開始 

 13:40 牧野わんどでの説明のようす 

 13:41 参加者集合写真 

 14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の設置について 

 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について 

 14:39 三島江切り下げ区域の全景 

 14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応答 

 15:23 上田 R・立川 R：点野わんどでの活動について 

 15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除去について 

 16:13 成宮課長：赤川わんどの変遷について 

 16:41 毛馬出張所での休憩 

 
17:00 

辻川 R：西中島での野犬対策水路について話の後、閉会のあいさ

つ 

実施場所 

中央流域 C 会議室～ 

淀川現地 
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17.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  
    

    

関係機関からの支援内容 講師：淀川河川事務所調査課成宮課長  

    

レンジャーの活動内容 

(当日レジュメより) 
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17.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:06 会場全景と出席者のようす  
13:40 成宮課長：牧野わんどでの説明のよう

す 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の

設置について 
 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:39 三島江切り下げ区域の全景  
14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応

答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除

去について 
 

17:00 辻川 R：西中島での野犬対策水路につ

いて話の後、閉会のあいさつ 
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17.4 意見・課題  

参加者からの意見 

  

淀川水系河川整備計画の説明を受け，淀川における河川環境，治水・防災，利水，

利用，維持管理の，現状及び問題・課題並びに対応策について，レンジャーと講師の

間で意見交換が行われました。 

特に治水・防災上の課題，人と川のつながり，水辺や河原の再生について意見があ

りました。 

 今後の課題 

１． 今回の研修では河川整備計画の全体を把握する目的で実施したが，個別のテーマ

について今後実施するかどうか。 

２．研修の成果を個々のレンジャー活動にどう活かしていくか。 



18. 仁枝・谷岡・中島レンジャー・外来生物研修会・平成 22 年 9 月 7 日(火) 
18.1 実施状況  

＜テーマ：河川レンジャー研修「外来生物研修会」＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修「外来生物研修会」 

全国的に課題となっている外来生物の問題。レンジャーも活動の中ですで

に取り組んでいたり、今後の取組みを検討したりしている。 

・河川事務所の「地域と行政による協働」の取り組み事例から学ぶ、 

（平成 16 年「嵐山地区水草対策研究会」を発足。） 

・レンジャーの取組みを発表、課題や解決方法を紹介、考える。 

担  当 山崎、高槻出張所管内 仁枝・谷岡・中島 レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 7 日(火)8:30～17:00 

参加人数 参加総数 22 名  

 

河川レンジャー 12 名

現地 8 名、池宮、三輪、﨑谷、中川ゆり子、

田子、中島、仁枝、谷岡 

講義 12 名、上記に山本、酒井、山村、福井各

レンジャー 

 講師 1 名 室内講義 

 河川事務所 3 名 芝田監督官、日朝専門員、岡田係長 

 運営事務局 6 名 現地 5 名 

講  師 田村くに江さん 淀川河川事務所 河川環境課 専門職 

スケジュール  

8:30 

活動場所は桂川、嵐山の渡月橋、一の井堰上流。 

左岸の船着場付近に担当レンジャー、河川事務所、事務局集合

 8:50 参加レンジャー集合 

 9:00 道具を車から運搬、準備（胴長、ライフジャッケットを着用）

 9:15 除去作業の説明、体調の確認 

 9:32 除去作業を開始。対象外来水草はオオカナダモ、コカナダモ。

  ・地元の方々や嵯峨中学生と共同で行った。 

  ・作業は、外来の水草を採り、舟へ引き揚げることが主。 

 

 
 

・観察 在来種クロモなどとの違い、繁茂している場所と状況、

    除去前後の環境の変化、魚などの生き物を観察。 

 

 

11:00 

 

除去作業を終了、回収した水草の観察、かたづけ、着替え。 

移動と昼食 

 

 

14:30 

 

室内講義①田村講師 事務所の取組み、外来水草の影響と対策、

    ②レンジャーの取組み事例の紹介 中島、福井ほか。

 

 

 

17:10 

質疑応答、意見を交換 

終了、かたづけ 

実施場所 

 

午前：水草除去は、 

桂川、嵐山、 

渡月橋、一の井堰の 

上流 

 

 

午後の室内講義は、 

上流域流域センター 

2F 会議室 

（伏見出張所構内） 
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18.2 事前活動  

  

  

各種資料 

1．田村講師資料 

2．レンジャー発表資

料 

3．今後の活動チラシ 

  

  

 

 

  
 

    

関係機関からの 

支援内容  

淀川河川事務所からの支援 

 

1．関係団体との調整 

2．用具の貸与、運搬、講師の派遣、会場、資料の提供など 
   

    

レンジャーの 

活動内容  

1．レンジャー実行委員会で、研修のテーマ「外来生物」を決定。 

2．担当レンジャーで、企画、準備、運営。 

3．淀川河川事務所河川環境課と打合せ。 

4．用具の用意、貸与を受ける。 

5. 報告の作成 

  

18.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:40 嵯峨野中学校の生徒参加者  9:23 レンジャー除去作業説明、体調確認 
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 9:32 水草の除去、回収  9:36 オオカナダモなどの観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:11 レンジャーと中学生の共同作業  10:18 レンジャーによる回収作業 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:12 作業中の中学校生徒と陸上から

安全監視のようす 
 11:11 回収した藻を前に集合写真 
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 14:52 室内講義   16:45 質疑応答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

 

18.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
(敬称略)  

  

  

  

  

  

  

 

・池宮 

 有名な観光地の川に大量の水草が繁茂している事に驚いた。駆除や環境の改

善への取組みの大切さを感じた。改善していくかについては非常に難しい問

題があることも理解できた。総合的な取組みが重要だと感じた。 

・崎谷 

 現場：参加者が多種なことが成果に加え、対外的インパクトも有り 

  非常に意義がある事業だと思う。自身の活動にも役立つ良い機会。 

 講義：田村さんの話は参考になった。自然に人の手を加えすぎることが自然

を変化させてしまうのでは？ 

・酒井 

 ジャンボタニシを食用として再認識できないか。 

 特定外来種がなぜそこに生息することに問題があるか、整理が必要。 

 多種多様な情報が入手できた。 

・田子 

 長い間、桂川の生物を観察していて年々、外来生物が増加しているのを 

感じていました。繁殖力の強い外来種といえども生態系が安定していれば入

り込むことが難しいといわれていますので河川改修においてはその点充分注

意してほしいと思っています。 

・谷岡 

 嵐山で水草を採りながら水の良さ、風景の美しさを堪能しました。 

 他のレンジャーの活動について情報交換ができたことが良かった。 

・中島 

 地元の方とのお話によると、かつては二枚貝もボテジャコもたくさんいたと

のこと、でした。水草を採った後、貝を探してみました。 

講義ではいろいろと示唆を頂き、田村講師、皆さまに学びました。 
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・中川ゆり子 

 流れ藻を止める網の藻を採取、今取ったかと思うと流れの中に又、多くの藻

が引っかかっており楽しくもあり忙しい時間であったが、休憩が疲れをとっ

てくれました。講師やレンジャーの取組みに多くを学びました。 

・福井 

 嵐山の取組みを知り地元のジャンボタニシ駆除の取組みにおいても組織を作

っていく必要を実感しました。レンジャー活動で、駆除だけではなく学習、

遊びなど楽しいことも入れて仕切りなおしだとかんがえました。 

 ヌートリア、木津町の鹿川に餌付けをされているそう。留意したい。 

・仁枝 

 机上の知識にだけでなく現地での体験はレンジャー活動にとってとても有益

な研修であった。今後も現地体験型研修をより多く実施してほしい。 

 担当地域でもアレチウリが繁茂、住民とともに活動したいと考える。 

・山本 

 除去した水草の利用方法を考えてはどうか。外来魚、ジャンボタニシを食べ

るなどの活用は？外来種との上手な付き合う方法を考えても良いのでは？ 在

来のめだかもいることを知ったのは良かった。 

・山村 

 講義で外来種問題の概略が理解できた。今後に役立つと思う。 

人が川に近づかないことから始まっていると思う、大いに人を近づかせるこ

と、レンジャーの役割。 

草刈予算の減少は、外来種問題への対策においても認められないと思う。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

 

・レンジャー研修について 

 活動の課題、問題となっていることを、これからもテーマにしてほしい 

との声が寄せられた。 

  

・外来生物問題 

 住民とレンジャー、河川管理者で、問題意識をどう共有化し、共に取り組むか。 

 例えば、ヌートリアに餌付けする人もあれば、駆除したい人もいる。  
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